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季節性インフルエンザワクチンの供給量について(第2報 )

9月 12日 に、北里第一三共ワクチン(株 )(以下「北里」という。)の季節性インフルエ

ンザワクチンの一部に、品質試験で不適合の可能性があることをお知らせしました。

その再試験の結果、トリレオウイルス (※ )の混入が確定し、約236万本分の季節性
インフルエンザワクチンを出荷することができなくなりました。その結果、今シーズンの

インフルエンザワクチンの供給予定量は約2,700万本となります。
現時点では、需要予測やそれに基づく近年の供給実績及び実際の使用実績を見る

と、今シーズンの需給への影響は少ないものと考えられます。一方、インフルエンザワ

クチンが混乱なく安定的に供給されるよう、各都道府県等に分割納入、在庫量の把握

体制や医療機関の在庫状況の住民への周知体制の確立等の徹底を求めます。

また随時、情報提供を行つていく予定です。

【参考】

1 今シーズンのインフルエンザワクチン供給予定量 :約 2.700万本
2今シーズンのインフルエンザワクチン需要予測:約2771万～2,798万本
3北里の製造予定量 :約 242万本

(※ トリレオウイルスは、トリの関節炎の原因ウイルスです。ヒトに対する病原性は知られていません。)
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インフルエンザワクチン製造量及び使用量の推移 【数量：万本】 
平成２３年９月２２日 
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■製造量 －－使用量 

 ※１ 平成２３年度の供給予定量は約2,946万本であったが、北里第一三共ワクチン(株)の供給量減少により、９月２２日時点の供給予定量は約2,700万本。 
 ※２ １ｍｌ換算。                                    
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